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豊
か
な
情
操
と
と
も
に 

校
長 

桐
井 

裕
美 

 

二
月
十
七
日
（
金
）
日
野
市
教
育
委
員

会
研
究
奨
励
校
の
研
究
発
表
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
学

習
に
臨
み
、
対
話
を
通
し
て
学
習
を
深
め

て
い
く
姿
を
多
く
の
方
々
に
御
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
の
方
々
等

に
は
、
多
岐
に
わ
た
り
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
月
十
五
日
（
水
）
に
は
、
一
・
二
年

生
、
ひ
ば
り
学
級
児
童
対
象
に
、
外
部
講

師
と
し
て
「
エ
バ
リ
ー
」
を
お
招
き
し
、

音
楽
鑑
賞
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

「
エ
バ
リ
ー
」
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
楽
器

と
ポ
ッ
プ
ス
楽
器
が
絶
妙
に
絡
む
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
音
の
「
楽
し
み
」
を
追
求
し
、

伝
え
続
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
コ
ン
サ

ー
ト
を
全
国
各
地
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
校
で
も
、
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
を

中
心
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
や
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
、
映
画
音
楽
等
を
軽
快
な
リ
ズ
ム

で
演
奏
す
る
と
と
も
に
、
愉
快
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
加
味
し
て
、
子
供
た
ち
を
音

楽
の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
私
自
身
も
豊
か
な
音
楽
に
触
れ
、

心
安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

途
中
、
演
奏
し
て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
を

児
童
に
渡
し
、
児
童
が
「
き
ら
き
ら
星
」

の
演
奏
を
体
験
す
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
体
験
に
は
、
子
供
の
頃
に
、
色
々

な
楽
器
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
一
人

で
も
多
く
、
音
楽
に
興
味
・
関
心
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

音
楽
鑑
賞
教
室
の
最
後
に
は
、
本
校
の

校
歌
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

供
た
ち
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
い
、
心
地

よ
い
余
韻
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

子
供
た
ち
は
、
鑑
賞
の
態
度
が
よ
く
、

聴
く
と
き
は
聴
く
、
体
を
動
か
し
て
楽
し

む
と
き
は
楽
し
む
、
と
い
う
表
現
を
豊
か

に
行
い
、
一
人
一
人
が
音
楽
鑑
賞
を
大
変

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
改
め
て
、
音
楽
の
も
つ
力
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

先
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
や
劇
場
で
の
催
し
物
に
つ
い
て
、
制
限

や
配
慮
事
項
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
少

し
ず
つ
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
以

前
に
近
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

し
た
。 

 

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三

月
十
三
日
（
月
）
か
ら
、
個
人
の
判
断
を

基
本
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、

学
校
に
て
歌
を
歌
う
時
に
は
、
マ
ス
ク
着

用
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
学
校
で
は
、
全
校
が
体
育
館
に

集
ま
り
、
行
事
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

以
前
の
状
況
に
戻
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
、
豊
か
な
情
操
を

養
う
取
組
を
全
校
で
共
有
化
す
る
工
夫
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
、
十
二
月
に
実
施
し
た
、
六
年
生

の
連
合
音
楽
会
、
ひ
ば
り
学
級
の
合
同
学

習
発
表
会
で
は
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
行

い
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

 

よ
き
伝
統
を
継
承
し
、
豊
か
な
情
操
を

育
む
学
校
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
い
ま
す
。 

今
月
は
、
今
年
度
の
ま
と
め
を
行
う
時

期
で
あ
り
、
新
年
度
へ
の
準
備
を
行
う
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。 

一
人
一
人
が
、
自
分
の
成
長
を
感
じ
取

り
、
次
年
度
へ
の
希
望
や
期
待
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
子
供

た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
月
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



節分集会

3学期 の日野 三 小 の 様 子

ブラインドサッカー日本代表の黒田智成

先生をお迎えして、インクルーシブ教育の

授業を5年生にしていただきました。障害

のある人と障害のない人が触れ合い、交流

していくという機会をもち、人々の多様性

の尊重、相互に人格と個性を尊重し、支え

合うことの大切さを学びました。今後も共

生社会について考えていきたいと思います。

ひばり学級の5・6年生は、国語で、

詩を読もう「わたしと小鳥とすず

と」の学習をしました。詩の全体を

読んだ後に各連に題名を付けました。

一人1台学習者用端末を使って、それ

ぞれが自分の付けた題名を提出し、

なぜその題名を付けたかを発表しま

した。

普段の学習の様子を参観していただきました。

1学期の学校公開と比べると、どの学年も次の

学年への進級を感じさせるように、心も体も成

長しています。感染症対応をしながらの御参観

ありがとうございました。

校内書初め展

冬季休業中も練習し、3学期に入ってから、

どの学年も集中して作品を仕上げることがで

きました。他学年の作品を鑑賞し、〇年生に

なったら、この文字を書きたいという新たな

気持ちにもなりました。学校公開での鑑賞あ

りがとうございました。

インクルーシブ教育

日野市役所の方から平和につ

いて学ぶ機会をいただきました。

戦後70数年経ちますが、今こう

して平和に暮らせることのあり

がたさを改めて感じることがで

きました。貴重な講演ありがと

うございました。

副籍制度とは、都立特別支援学校に在

籍する児童が、居住する地域の小・中学

校に副次的な籍をもち、直接・間接的な

交流を通して居住する地域とのつながり

を維持するための制度です。

1年生が一緒に玉入れをしました。こ

れからも交流を通してお互いに学びの場

となるようにしていきます。

集会委員による節分集会では、節

分のいわれや、節分にちなんだクイ

ズが出されました。節分の由来クイ

ズ、恵方巻クイズ、ヒイラギクイズ

などを通して行事の意味を学びまし

た。各教室には、ふざけ鬼、わすれ

んぼ鬼、おこりんぼ鬼、あとまわし

鬼、だらけ鬼・・・・など、自分が

追い出したい鬼を短冊に書きました。

理科の学習

学校公開

4年生は、理科で熱の伝わり方に着

目し、温度の変化と関係付けて、金

属・水・空気の性質を調べる実験をし

ました。線香の煙で空気は熱せられる

とどのように移動して全体が温まるか

を実験を通して学びました。

詩の学習（ひばり学級） 副籍交流

始業式

4年生の代表の言葉で

す。新しい年を迎え、新

たな目標を発表しました。

平和講演会



３月　弥生（やよい)行事予定

日 曜 行　　　事 1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 水 4時間授業　ユニセフ募金始　そろばん教室③ 4 4 4 4 4 4

2 木 6年生を送る会　保護者会⑤⑥ひ　★ 5 5 6 6 5 5

3 金 保護者会①②　ユニセフ募金終　☆ 5 5 6 6 6 6

4 土

5 日

6 月 安全点検日　クラブ終　 5 5 5 6 6 6

7 火
卒業式会場づくり⑤（６校時）　お別れ会ひ（５・６校時）
なかよし班ありがとうの会 5 6 6 6 6 6

8 水 体育館使用不可始 5 5 5 5 5 5

9 木 社会科見学③　★ 5 5 6 6 6 6

10 金 東日本大震災を体験者から学ぶ教室 5 5 6 6 6 6

11 土 サタデースクール

12 日

13 月 たんぽぽ面談始　ユニセフ募金報告朝会 5 5 5 5 6 6

14 火 5 6 6 6 6 6

15 水 5 5 5 5 5 5

16 木 大掃除週間始 5 5 6 6 6 6

17 金 たんぽぽ面談終　☆ 5 5 6 6 6 6

18 土

19 日

20 月 卒業式予行練習⑤⑥（５、６校時） 4 4 4 4 6 6

21 火 春分の日

22 水 給食終 　大掃除（５校時）　大掃除週間終 5 5 5 5 5 5

23 木 修了式　前日清掃⑤（修了式後） 4 4 4 4 4 4

24 金 卒業式 0 0 0 0 0 4

25 土 春季休業日始

３月の目標

生活

挨拶 感謝の気持ちをこめたあいさつをしよう

保健 １年間の健康生活を反省しよう

給食 １年間の反省をしよう

授 業 時 数

☆佐藤スクールカウンセラー来校日★赤羽スクールカウンセラー来校日
※現時点での予定です。状況によって変更する場合がございます。御了承くださ
い。

心こめ　感謝の言葉「ありがとう」　　＜感謝＞

保護者会

今年度最後の保護者会を行

います。御出席いただきますよ

うお願いいたします。

２８日（火）３年・４年

２日（木）５年・６年・ひばり

３日（金）１年・２年

※状況により、変更する場合が

ございます。御了承ください。

令和４年度 修了式

３月２３日（木）

８：４０～特別時程

令和４年度 第７３回卒業式

３月２４日（金）

９：３０～ 本校 体育館

１～５年生は、休業日です。

令和５年度始業式

４月６日（木）

８時１５分までに登校

※集合場所・持ち物については、

各学年から出される学年だより

を御覧ください。

※２年～６年は、９:３０頃下校と

なります。

【お願い】

令和５年度の児童数把握のた

め転出の予定、及び、転入情報

がありましたら、早めに担任にお

知らせください。

【令和5年度 通知表】

令和5年度、2学期に全児童対象の個人面談を行う予定です。

2学期の所見内容をお伝えします。そのため、2学期の総合所見

は面談でお伝えします。御承知おきください。

ひのっ子作品展

「第８回ひのっ子作品展」は、

新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止等の観点から、実

会場ではなくオンラインで開催

いたします。詳しくは、先日、配

信いたしましたお知らせを御覧

ください。

開催期間

令和５年２月２８日（火）～

令和５年３月２４日（金）


